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パ
ー
ル
倶
楽
部
が
通
常
総
会
＆
講
演
会

新
役
員
な
ど
決
ま
る

県
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
、
芸
術
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
各
分
野
で

活
躍
す
る
女
性
ら
が
、
異
業
種
交
流
や
自
己
研
さ
ん
を
通
じ
て
社
会
貢

献
を
目
指
す
「
伊
勢
新
聞
パ
ー
ル
倶
楽
部
」（
小
笠
原
ま
き
子
会
長
、

50
名
）
は
13
日
、
津
市
羽
所
町
の
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
津
で
本
年

度
の
「
通
常
総
会
＆
講
演
会
」
を
開
き
、新
役
員
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
本
年
度
の
事
業
・
予
算
計
画
や
、
会
長
・
副
会
長
な
ど

新
役
員
に
つ
い
て
の
計
６
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
、

▽
顧　

問
＝
中
川
千
惠
子

▽
直
前
会
長
＝
小
笠
原
ま
き
子

▽
会　

長
＝
久
保
敦
子

▽
副
会
長
＝
木
下
慶
子
、
植
松
悦
子
、
稲
垣
和
美

▽
理　

事
＝
土
川
禮
子
、
伊
藤
ふ
み
代
、
安
藤
智
子
、
川
浪
素
子
、

　
　
　
　
　

水
谷
令
子
、
田
中
彩
子

▽
監　

査
＝
村
田
典
子
（
敬
称
略
）

の
皆
さ
ん
。

本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
火
災
被
害
に
遭
っ
た
鳥
羽
市
の
江
戸
川
乱

歩
館
の
復
興
支
援
金
贈
呈
式
が
あ
り
、
同
館
を
運
営
す
る
鳥
羽
商
工
会
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議
所
の
小
﨑
則
彦
課
長
に
久
保
新
会
長
が
10
万
円
の
目
録
を
手
渡
し
、

中
村
正
人
商
議
所
会
頭
か
ら
の
感
謝
状
を
小
﨑
課
長
が
代
読
し
ま
し

た
。出

席
し
た
小
林
千
三
伊
勢
新
聞
社
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
旅
し
て
知
っ
た
麺
と
パ
ン
の
お
話
」
と
題
し
て
、
同
倶
楽
部

理
事
の
鈴
鹿
大
学
名
誉
教
授
、
水
谷
令
子
さ
ん
が
講
演
。
現
地
で
の
映

像
を
交
え
、
各
地
の
歴
史
や
根
付
く
食
文
化
か
ら
麺
料
理
や
パ
ン
の
ル

ー
ツ
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
語
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
６
月
13
日

会食の様子

水谷令子名誉教授の講演

小﨑則彦課長に久保新会長が目録を進呈
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「
徳
川
美
術
館
で
研
修
会
」

企
画
展
な
ど
見
学

名
古
屋
市
で
秋
の
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

会
員
と
小
林
千
三
伊
勢
新
聞
社
社
長
ら
15
名
が
参
加
。
名
古
屋
市
東

区
の
徳
川
美
術
館
の
常
設
展
と
開
催
中
の
企
画
展
「
尾
張
藩
と
木
曽
山

～
徳
川
義
親
の
ま
な
ざ
し
」
を
、
学
芸
員
の
解
説
を
聞
い
て
見
学
。
同

館
敷
地
の
一
角
に
あ
る
会
席
料
理
「
宝
善
亭
」
で
の
昼
食
を
楽
し
み
な

が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、
武
具
や
刀
剣
、
茶
道
具
、
能
装
束
な
ど
尾
張
徳
川
家

に
伝
わ
る
大
名
道
具
の
国
宝
や
重
要
文
化
財
・
美
術
品
の
数
々
を
鑑

賞
。
ま
た
、
同
館
初
代
館
長
で
19
代
当
主
の
徳
川
義
親
が
木
曾
山
の
研

究
を
志
し
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
を
開
設
し
て
１
０
０
周
年
を
記
念
し

た
企
画
展
で
は
、
木
曾
山
研
究
の
歩
み
や
数
々
の
収
集
資
料
を
興
味
深

そ
う
に
見
て
回
っ
て
い
ま
し
た
。

四
日
市
市
東
富
田
町
の
武
内
待
子
さ
ん
は
「
貴
重
な
品
々
を
見
せ
て

い
た
だ
き
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
と
良
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
11
月
14
日

徳川美術館にて
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「
知
事
講
演
を
拝
聴
」

新
春
特
別
例
会　

賀
詞
交
歓
会
に
参
加

津
市
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
ホ
ー
ル
（
同
市
大
門
）
で
開
か
れ
た
伊
勢
新

聞
政
経
懇
話
会
で
、「
県
民
の
生
命
を
守
り
、
三
重
県
人
の
命
を
未
来

へ
つ
な
ぐ
た
め
に
～
走
り
続
け
る
三
重
県
庁
～
」
と
題
さ
れ
た
一
見
勝

之
知
事
の
講
演
を
聴
講
し
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
に
豊
か
で
も
、子
ど
も
た
ち
が
い
な
け
れ
ば
未
来
は
な
い
」

と
述
べ
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
通
う
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援
な

ど
、
子
ど
も
施
策
に
努
め
る
考
え
を
強
調
し
ま
し
た
。

知
事
は
本
年
度
予
算
に
盛
り
込
ん
だ
「
み
え
子
ど
も
ま
る
ご
と
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
、
来
年
度
予
算
で
は
「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

打
ち
出
す
」
と
説
明
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
な
ど
に
努
め
る
考
え
を

示
さ
れ
ま
し
た
。「
不
登
校
の
子
ど
も
が
全
国
で
増
え
て
い
る
」と
し
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援
を
始
め
る
考
え
も
示
し
、
津
市
で
母
親
の

虐
待
を
受
け
た
女
児
が
死
亡
し
た
事
件
を
受
け
た
対
策
も
進
め
る
と
説

明
。
都
道
府
県
で
は
初
め
て
、
昨
年
８
月
に
人
口
減
少
対
策
方
針
を
策

定
し
た
こ
と
も
紹
介
。
方
針
に
基
づ
き
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
、
子
育
て
環
境
の
改
善
な
ど
に
努
め
る
考

え
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
で
は
、
他
県
に
先
ん
じ
て
職
員
を
派

一見知事、小林社長とともに
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遣
し
た
と
ア
ピ
ー
ル
。
倉
庫
の
備
蓄
品
を
全
て
送
っ
た
り
、
階
級
の
高

い
職
員
を
派
遣
し
た
り
し
て
、
支
援
の
「
一
挙
投
入
」
に
努
め
て
い
る

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
備
え
に
生

か
す
必
要
性
を
強
調
。
災
害
時
に
市
町
へ
派
遣
す
る
県
職
員
を
事
前
に

決
め
て
い
る
こ
と
や
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
整
備
す
る
市
町
を
支
援
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
か
ら
２
年
４
カ
月
を
経
た
立
場
と
し
て
、
知
事
の
仕
事
に
対
す

る
「
個
人
の
感
想
」
も
披
露
。「
仕
事
は
本
当
に
大
変
だ
が
、
お
世
話

に
な
っ
た
故
郷
を
良
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
務
め
て
い
る
」

と
語
り
、「
役
人
は
決
め
ら
れ
た
仕
事
を
し
っ
か
り
や
る
が
、
知
事
は

や
り
方
を
決
め
る
の
が
仕
事
」
と
し
つ
つ
「
知
事
の
仕
事
は
役
人
の
経

験
を
生
か
せ
る
」
と
説
明
。「
国
に
提
案
す
る
こ
と
も
知
事
の
大
事
な

仕
事
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
行
政
官
の
経
験
を
生
か
し
た
自
ら
の
成

果
と
し
て
、
Ｇ
７
交
通
大
臣
会
合
の
誘
致
や
公
共
事
業
の
予
算
獲
得
を

上
げ
、
四
日
市
港
関
連
の
予
算
獲
得
は
「（
私
が
）
国
交
省
で
働
い
て

い
な
け
れ
ば
難
し
か
っ
た
」
と
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、ホ
テ
ル
津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス 

伊
勢
の
間
に
会
場
を
移
し
、

「
賀
詞
交
歓
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
政
財
界
な
ど
か
ら
約
１
０
０
名

が
出
席
、
小
林
社
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
前
葉
泰
幸
津
市
長
の
音
頭

で
鏡
開
き
、
乾
杯
が
行
わ
れ
、
新
春
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
１
月
29
日

賑やかな会場は宴もたけなわ中森博文三重県議会議長と

前葉市長とともに鏡開きで祝賀会の幕開け
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「
春
の
犬
山
城
下
を
散
策
」

春
の
研
修
会

愛
知
県
犬
山
市
で
春
の
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
会
員
９
名
が
参

加
。
フ
レ
ン
チ
奥
村
邸
と
犬
山
城
下
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

「
フ
レ
ン
チ
奥
村
邸
」
は
旧
奥
村
邸
【
呉
服
商
、奥
村
氏
の
屋
敷
（
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
）】
を
改
装
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
江
戸

後
期
の
犬
山
城
下
の
豪
商
の
構
え
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
久
保
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
本
格
フ
レ
ン
チ
の
会
食
を
通
じ
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
中
締
め
の
後
、
城
下
町
を
散
策
し
国
宝
犬
山
城
に
登
城
。
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
瑞
々
し
い
新
緑
に
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
４
月
17
日

フレンチ奥村邸にて

犬山城城門にて
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2024（令和6）年度会費納入のお願い

伊勢新聞パール倶楽部事務局
〒514‐0831 三重県津市本町３４番６号
株式会社伊勢新聞社販売部内
TEL：０５９（２２４）４４００　FAX：０５９（２２６）３５５４
HP：https://www.isenp.co.jp/plc/

表紙写真＝伊勢新聞政経懇話会新春特別例会「新年のつどい」にて

【振込先】 百五銀行本店営業部　普通　１１２５６４８
 伊勢新聞社パール倶楽部　会長　中川千惠子
 金額（年会費）　￥２,０００－
 ※お手数ですが振込手数料は会員様でご負担いただきますようお願い申し上げます。
 ※振込先名義は、都合上、前会長の氏名になっております。


